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寮 郡 文 學 経 …齊學 會
?経済論叢(京 都大学)第164巻第1.号,1999年7月
レー 第二次世界:大戦期の.国際決済銀行(5)
一 国際決済銀行 とアメリカ経済外交の二重性(そ の1)一
酉 牟 田 祐 二
豆BIS総 裁のアメ リカ合衆国往復
1942年の夏か ら秋にか けての時期 マ ッキ トリックの総裁職 の任期延長 によら
てBISの 枠 内で の諸 中央銀行 間協力 は これまでで最 も大 きな テス ト.をクリア
した。マ ッキ トリ ック自身はその時 には既 にバ ーゼ ルを一時離れていた。彼 は
1942年10月末にスイスを離れ,半 年後 の1943年5月7日にバーゼ ルに戻 って く
る。 ロ ン ドン,ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン トンへ の旅行 を彼 はBISの 第二の 三年
間の総裁 としての任期 の条件 と したのであ る。かれ はそれ によって アメリカ合
衆国において資格認定 を得,自 らの身 を守 ることを実現 しようとしたのである。
合 衆国スイス大使 リーラ ン ド・ハ リソンは1942年9月1日に以前はただ暗黙 の.
うちに与 え られ た合衆国国務省 の彼 のBIS総 裁 職への在任 の承認 を終局 的に
文 書に よって確証 した1〕。 それ に もかかわ らず マ ッキ トリックは 「石橋 をたた
㌔
いて渡 り」,この承認 をワシ ン トンとニ ュー ヨー クで もう一度 自ら個 人的 に確.
認 しょ うとしたので ある。
1942年10月27日マ ッキ トリ ックはジュネーブか ら.スイスを出発 し,当 時 まだ
占領 されていなか った フランス南部地域を通 ってスペイ ンのバルセロナに着 き,
.そ こか らさ らにマ ドリ ッドを通 って リスボ ンに至 った。 「私が そ こに到 着す る
とホテルであ る人が私 に話 しかけて きた。 あなたは.トム ・マ ッキ トリックさん
で はあ りませんか?私 が肯定す ると,ほ とん ど信 じられ らない とい った よう
1)McKittrickCollection〔以下MCと 略記LBrLefJeromcK.HuddleanM。K細hck,1.9.1942.
2(2)第164巻 第1号
な顔 を した。彼 はち ょうどスイスへ行 く途中で彼 がス.イスで一番 最初に コンタ
ク トを取 りたか ったのは私だ とい うのだ。」 とマ ッキ トリ ックは1964年にオー
ラル ・.ヒス トリー ・イ ンタヴューの中で こう回想 してい る%こ こで彼 とはア
レ ン ・ウェル シュ ・ダレスAllenWellshDullesであ り,ア メ リカ.合衆 国の新
しい戦時 政府 機関で あ るOf丘ccofStrategicService(OSS)の事務所 主任 とし
て スイ スのベル ンに向か う途 中だ ったのだ%マ ツ.キトリ ックの方 は リスボ ン
か らさらに ロン ドンに飛 び,そ こで イ ングラ ン ド銀行総裁モ ンタギュー ・ノー
マ ンと理事の オ ッドー ・ニーメイヤー卿 は彼 にイ ングラン ド銀行の完全な支:持
を保証 した。 同 じ事 はイギ リス蔵 相 に も当て はま った。蔵相 キ ングズ レー.・
ウ ッズ卿KingsleyWoodsはマ ッキ トリ ックの ロン ドン到着の ほんの少 しまえ
イギ リス下院で労働 党議 員の攻撃 に対 してBISを 擁護 してい る。 その際蔵 相
はBISの 中立性 を強調 し,ど の戦争 同盟 も他の犠牲 の もとに経済 的ない し金
融 的利益 を得 て はい ない と言 ってい る。BISの中立性 は イ ング ラン ド銀行 の
構成員 としての存在 とアメ リカ合衆 国人の総裁 によって保証 され てい るのだ。
ライ ヒスバ ンクのバーゼル にお ける役割は受動 的であ り,し か も止 しい態度だ。
イギ リスはバ ーゼ ルか らの撤退によ ってただ失 うものが あるだ けだ。 も しそ う
.すれ ば ライ ヒスバ ンクは約一億 スイスフランのスイスにおける資 産を奪 って し
ま う危険性が あ.る,とい うわ けであ る㌔
マ ッキ トリックは彼 のBISへ の在 任について のイギ リスの支持 を確 保 した
後 で,リ ス ボ 乳.ダ カー ル,南 アメ リカ,バ ミュー ダ諸 島を経 由 して ニュー
ヨー クに着 いた。1942年12月は じめの彼の到着の直後 か らマ ッキ トリックは講
2)Th。J。hnFoste.D・IL・・0温Hi・t・・yC・!1・6面,1・…viewM・Kid・wk,P.23,Mi・・。filmEdi・
lion,MuddManuscriptLibrary,Prinst。uUnlversityLibrahes.
3)ベ ル ン に お け る ア レ ン ・ダ レス の 活 動 に つ い て は近 年ossの 文 書 公M(RecordGcuup226,
NationalArchives)によ っ て 広 範 に 明 らか に さ れ つ つ あ る,前 述 した 「ナ チ 金 塊 に 関す る ア メ
lJ力政 府 報 告 書 」(PP,36-47).にお い て も言 及 され て い る。 ま た資 料 集 と してNealH.Peterson
(副.},f智朋Hピ`1σ ざPoo循妙 「アゐ.eWartemeIntelligenceReputeofAllenDulks1942..1945,




.演者 として熱望 され る存在 となった。IBM社 長 の トーマ ス ・J・ ワ トソン,
57.等の ビッグ ・ビジネス界 の 人々や チェー ス ・バ ンク頭 取 の ウ ィンスロ ッ.
プ ・オル ドリ ッチな ど国際銀行家た ちは新 しい ヨー ロ ッパの状況か らのホ ット
な情報 に多 人の関心 を寄せ た。「BISのアメ リカでの受 け入れ に とってはこれ
らの講演 は大 変有益で あ った。」 とマ ッキ トリ ックはのちに書 いている。 「とい
うの もレオン ・フレーザー以外 には ウォー ル ・ス トリー トでは,ニ ュー ヨーク連
邦準備銀行の若い人 も含めて,BISが何で あ り,誰が主導 してお り,なぜそれが
存続 してい るのか につ いて正確 に理解 してい る人 は少 なか ったか らであ る。」`,
BIS総裁 の方 もニ ュー ヨー クで い くらかの こ とを知 る ことが で きた。 まず
第一 に彼は戦後の 世界通貨 関係 の新秩序 についての二つの プランについて聞 き
知 った。す なわち,BIS敵 対 者で,財 務長官 ヘ ン リー ・モー ゲ ンソー,Jr.の
右腕のハ リー ・デ クスター.・ホ ワイ トの作 った 「ホワイ ト案」 とイギ リ.ス大蔵
省の専門家 ジ ョン ・メイナー ド・ケイ ンズが作 った 「ケインズ案」であ る。そ
の完全 な全 文をマ ッキ トリックは入手 しなか ったが 〉,「しか し私の知 る限 りで
は,両 プランは世 界的規模 の,そ れ に所属す る信用機関 を持 った,中 央決済機
構 を設立す ること,そ れ によ って国際的 な貿易差額の赤字分を決済す るとい う
ことを求め ていた ようで ある。」 このプラ ンの中の再組織 されたBISの チ ャン
スをマ ッキ トリ ックは 「世.界的規模 の固定相場通貨規制の ヨー ロ ッパ地域機関
と して見た。」7,これはパ ウル ・ヘ ヒラーがかれ の1941年1月の覚え書 きの中で
戦後 のBIS役 割 につ いて書いていた の とはち ょうど逆 であ る。す なわ ち,ヘ
ヒ ラーは,そ の役 割を ヨー ロ ッパの決 済機構 として見 ていた ので はな くて,
ヨーロ ッパ,ア ジア及び アメリカな どの様 々な広域経済圏の間の媒介機構 とし
5)MC,Bri母fMcKj廿riekanOscar〔Ott.1)Nlemeye【,23.3.1943.
6)全 文 の 入 手 は ベ ル ・ヤ コ ブ ソ ンが 行 ない,ず で に1943年5月に は ライ ヒ スパ ン ク(エ ミー ル ・
プ ー ル),ド レ ス デ ン銀 行(カ ー ル ・ゲ ー ツCarlG・)日切,ド イ ツ銀 行(ヘ ル マ ン ・ヨ ゼ フ ・ア
ブ ス)に も伝 え られ て い る.(P飴 伽'5`加 β`z涌197σ.1囎5、Munch,.1995,5.337.〕彼 ら は5







て見てい たのだ った。だが考 え方の違 いはそこに とどまる ものでは なか った。
それ について は行論の うちに明 らか となる。
マ ッキ トリ ックのニ ュー ヨー ク滞在 は彼の戦後への職業的な キャリアに とつ.
て も大変収穫があ った。ロ ックフェ ラーのパ ー トナーでチ ェー ス ・バ ンク頭取
としてい まや ウォール ・ス トリー トのナ ンバ ー1と も言.えるウ ィンスロ ップ ・
オル ドリ ッチは,マ ッキ トリックにチェース ・バ ンク副頭取 かつ ヨー ロ ッパ業.
務担当のポス トを申 し出たので ある。当然の ことなが ら彼 は この機 会を逸せず,
す ぐにロ ン ドンのニー メ イヤー卿 に対 し自分 は戦後 す ぐにBIS総 裁 を退任す
るつ も りだ と知らせてい る%ニ ュー イングラ ン ドで家族 とい っ しょの少 し長
い クリスマス休暇 を取 った後 マ ッキ トリックはついに2月 のは じめに ワシン ト
ンへ来た。そ こで は彼 はウ ォール ・ス トリー トとは反対 に きわ めて冷淡 に迎 え..
られた。財務省で はモーゲ ンソーもホワイ トも彼 を歓迎 しなか った。 そ してこ
の省 の ミ ドルの地 位 にあ るひ とに働 きか けてニ ュー ヨー クにおけるBIS資 産
の ブロック解 除を達成 しよ うとす る彼 の試 みは成果 ないままに置かれ た。 同様
に連邦準備制度及 び商務省 の代表 との会話 も非 生産的に推移 した。
国務省で はマ ッキ トリックはい くらかのよ り良い幸運 を手 に した。そ こでは
国務 長官 のコーデル ・ハ ルが短い表敬訪 問で彼 を歓待 し,ハ ルの右腕め レオ ・
パス ヴォルスキーLeoPasvolskyおよび主任 官僚 のエ レノア ・ダ レスEleanor
Dullesがマ ッキ トリックにBISに ついて の.詳細 な報告 をす る機 会を.与えた。
エ レノア ・ダ レスのBISr.裁との会話 への関心 ば大 変太 きか っ.た。 なぜ な ら
彼女 は1930年にハーバ ー ド大学での研修 の際に当時新た に設 立 され たBISに
関す る900ペー ジを超 える長大 な博 士論文 を書 いていたか らで ある。それに付
け加 えて ダレス女史 はBISの 事柄 に関 していささか 家族 的に も関係が あった。
次兄 のア レン ・ダレスは,合 衆 国の戦時機関C)SSのスイス事務所 の新 主任で.
あ り.,リスボ ンで道 中マ ッ.キトリックに 「遭遇」 した もので あ るが,か れは




タ ー ・ダ レ ス は,ウ ォ ー ル ・ス ト リ ー トの 法 律 事 務 所 サ リ ヴ ァ ン&ク ロ ム ウ ェ
ル の 主 宰 弁 護 士 で あ り,司 法 省 を 相 手 と し てBISの 利 益 を 弁 護 す る 側 に 立 っ
て い た 。 元BIS総 裁 で 現 フ ァ ー ス ト ・ナ シ ョ ナ ル ・バ ン ク ・オ ブ ・ニ ュ ー
ヨ ー ク 頭 取 の レ オ ン ・フ レー ザ.一は 」.F.ダ レ ス と 】942年にBISの 配 当 金 の
支 払 い に つ い て の 許 可 授 与 の 拒 否 に 対 す る 訴 訟 の た め に契 約 し て い た 。 そ の 際
J.F,ダ レ ス は,BISか ら の 委 任 は 商 業 的 な 業 務 の 問 題 に と ど ま ら ず,「 国 際
的 礼 儀 に 属 す る事 柄 だ 」 と強 調 して い る勃。
1943年2月4口 に お け る エ レ ノ ア ・ダ レス.との イ ン タ ヴ ュ ー で マ ッキ ト リ ヅ
ク はBISの 活 動 に つ い て の ひ と つ の 正 し く な い,あ る い は 嘘 の,話 を レ て い
る 。 虚 偽 の 核 心 は,ラ イ ヒ ス バ ン ク がBISの 活 動 か ら 引 き 出 し て い る 有 利 な
点 を 覆 い 隠 す こ と に あ る と言 え る.だろ う。 三 回 に わ た っ てBIS総 裁 は ワ シ ン
ト ン の 主 任 女 性 官 僚 に 対 し て 面 と向 か っ て 嘘 を つ い て い る と 指 摘 で き る。 マ ッ
キ ト リ ッ ク の 最 初 の 嘘 は,「BISは ポ ル トガ ル ・エ ス キ ュ ー ド建 て で 枢 軸 諸 国
の 口 座 の た め の 取 引 を 実 行 し て は い な い 。 と い う の は こ う した 業 務 が 論 争 を 呼
び 起 こ す 可 能 性 が あ る と わ れ わ れ ば 意 識 して い る か ら だ 。劃 真 実 は 次 の 通 りで
あ る 。BISは1941年 秋 か ら1942年2月 の 間20ト ン を 超 え る ド イ ツ の 金(慎 重
な ポ ル トガ ル は 戦 後 に お け る連 合 国 の 返 還 要 求 を 予 測 して 支 払 い 用 と し て これ
を 受 け 取 ろ う と は し な か っ た)を ス イ ス に お い て ス イ ス フ ラ ン と ポ ル ト ガ ル ・.
エ ス キ ュ ー ド に代 え る こ と,ま た こ の 外 国 為 替 を も っ て ス イ ス 国 立 銀 行 を 使 っ
て 再 び 金 を 買 う こ と,ま た こ め 金 に つ い て 輸 送 専 門 家 と し て のBISの 力 で リ
ス ボ ン の ポ ル ト ガ ル 銀 行 へ の 輸 送 を 組 織 す る こ と,で 決 定 的 に協 力 し た の で.あ
る 。 マ ッ キ ト リ ッ ク の 次 め 嘘 は,「 枢 軸 諸 国 は 今 日 ま で 彼 ら のBISへ の 利 子 を
外 国 為 替,と り わ け ス イ ス フ ラ ンで 支 払 っ て い る 。」 真 実 は,枢 軸 諸 国 は 彼 ら






争勃発以後 に設立 された機 関 と何 ら取 引を行な ってい ない。」真 実 は,BISは
占領地域 のそ うした機 関や 第三帝 国と結 び付いてい る諸国 との間で関係 を形 成
している。た とえば,ブ リュ ッセルの証券発行銀行や ブリュッセル赤十 字機 関
やあるいはブ ダペス トの貨 幣中央機 関などであ る。
更な るマ ッキ トリ ックの言 明は,ラ イヒスバ ンクはBTSを 経 済戦争の道具
として見 ているので はな く,将 来の ヨー ロ ッパの再建のための機関 として見 て
い るな どであ った。 その際彼 は,彼 もまた 引 き続 き枢 軸諸 国 と連合諸 国 との
「交 渉による平和」 ということか ら考 えを出発させている とい うことを言外 に
示 しているのである。 しか もこれ は,ア メリカ合衆国大統 領ルーズベル トとイ
ギ リス首相 チ ャーチルが一 ヶ月前 にカサ ブランカで第モ帝 国の無条件 降伏が戦
争]標 で ある と確定 した にもかかわ らずであ った。
国務長官ハルは帰任に賛成
BIS総裁 は部分 的には嘘 をつ くこ とで 国務長官 ハ ルを,彼 のバーゼ ルへの
帰任 が アメ リカ合衆 国の国益 に合致す る と納得 させ ることがで きた。 ハル は
マ ッキ トリックの外交官パ スの有効期 限を延長 し,ポ ル トガル とスイスのヴ ィ
ザの獲得 を助 けた。合衆国国務省はただ し大西洋 を渡 る帰路 をマ ッキ トリック
のために組織する ことはしようとは しなか った し,で きもしなか った。民間人
にとって6:1943年の3月 とい う時期 においては政府 の許可 な しには リスボンへ
の航空券 を手 に入れ ることはほ とん ど不可能で あった ので,マ ッキ トリックは
OSS長官 の ウィリアム ・ドノヴァン将軍WilliamDonovanに助 けを求めた。
「私 は,私 の 古くか らの知 り合 いの ビル ・ドノヴ ァンのところへ行 き,自 分の
問題 を話 した。 ビルは言 った。 「トム,問 題 ないよ。私 が君 にチ ケ ッ トを世 話.
しよ う。」 一週 間後 もう一度 彼の ところへ い くと,か れ は 『私が何 とかす る』




彼 の帰任へ のサボ ター ジュをマ ッキ トリックはモーゲ ンソー とホワイ トの策
謀 に帰 した。「二 人の卑劣 な人間が私 とBISを 憎 んでいた。 しか し幸 運に もわ
た しは帰任 の行程 をモー ゲンソー の不 気味 な仲 間 に割 り当 て られは しなか っ
た。」'Z}結局の ところ如何 に してバーゼルへ の帰航 を彼が成功 させたかを,マ ッ
キ トリックはオー ラル ・ヒス トリー ・インタヴューの中で次の ように語 ってい
る。 「わ.たくしはバーゼル とコ ンタク トを取 る ことがで き,わ れ われの総務 ラ
ファエル ・ピロ ッテ ィがわた くしに,ド イツが.全フランスを占領 して以来 ジ ュ
ネーブを通 る道が 閉鎖 され た後で どQよ うに スイ.スへ入 る ことがで きるか を知
らせ て きた。わ た くしは リスボ ンへ行 き,そ こで イタ リア大使 に申 し込む。彼
は国営の イタリア航空.会社 にすで に予約 してい るローマへのチケ ットを.持って
い る。.そこへの行程 に関 して はワシ ン ト≧の イギ リス大使 がわ た くしにボ ル
ティモアか らバ ミュー ダ諸 島経 由で リスボ ンに向か うイギ リスの ク リッパーの
中の一座席 を世話 したのである。そ こか らわ た くしはイ タリア航空で ローマ に
行 き,ロ ーマで イタリア銀行に王侯 のよ うな歓待 を受 けた。 ピロ ッテ ィもそ こ




BIS総裁が アメ リカで半 年間 を過 ご.してい る間に ヨー ロ ッパ は戦争 め転換
点 を経 過 し℃いた。 マ ッキ トリ ックが1942年ユ0月に スイス,を出発.した時 ヒ ト
ラー はその権力の頂点にいた。そ してゲ ッベルスや ヒムラーとい った熱狂的な
確信的 ナチスだ けでな く,合 理的に考える ドイツの経済 エ リー トの大部分 もま





フ リカに英米軍が上陸 した。 また1943年1月の終わ りには ソヴ ィエ ト赤軍がス
ター リ≧グラー ドで勝利 を収 めた。マ ッキ トリックが1943年.5月にバーゼ ルへ
帰 って きた時,ヒ トラーは既 に戦争 に敗れ てい た。
連合国の警告
1943年1月5.日連合国 はロ ンドンで作 成された公式 の声 明で 中立諸国 に 「ナ
チスの金 の受 け取 り」 についての警告 を発 した。声明 は中立国 の責任あ る政府
1官庁 に支払い に提 示 されたナチスの金 を特定す るため にあ らゆ る事 を行 うとと
,
そ してそれ を拒否 す ることを求 めていた。第 三帝国 によって 「非合法に取得さ
れた金」のすべ ては戦後 に返 されね ばな らない15)。この警告 の結 果スイス国立
銀行 はBIS業 蕩 に関す る彼 らの コン トロールを強化 し,そ れ によってBIS銀
行部 門の効率 的な仕.事が一部困難にな った。二つの例 がある。1943年3月3日
に ジュネー ブの ミラバ ウ ト・フィルズ&Co .個人銀行 が,「BISにあ るブルガ
リアの会社 の支 払 いの ため に金 口座 を受 け入 れ る こ とは許 され るか。金 は.
BISから供給 され るだろ う。」151と問い合わせ た。 スイス国立銀行 は これ に答.
えて 「原則 的 には良い。 しか しまずBIS47問い合わせ るべ きだ。」 このあ と時
間のかか る検 討 を経 た後や っと金がBISか らジュネーブに入 った。他 のケー.
スで はスイ ス国立 銀行 は拒 否権 を発動 した。 パ ウル1ヘ ヒラーが,も しBIS
か らス イス ・ク レデ ィ ッ ト・ア ンシュタル トに100万ス イ スフ ラ ンの 口座 を
作 ったとす るとスイス国立銀行は これに対 し何 らか の異議 を唱 えるか,と 問い




16)SchwelzerlscheNatlσnalb"nk野D∫【磁oガ 雌5戸 瞬o乏o'41 .Halトph■1943,3.Mar.1943 ,S.227,






この連.合国の警告 に もかか わ らずBISは ライヒスバ ンクの金支払 い場所 と
して依然 として機 能 し続 けた。最後 の大 きな金回転業務 は1943年春 か ら1944年
3月 にか けての ドイツのルーマニアへ の金譲渡の手助 けであ った..この金供給
の経 済的な背景 は ドイ ツとルーマニアとの結合 を確 保 しようとす る ドイツの努
力 で あ った。 ス ター リ ン グ ラー ド以 降 ルー マ ニ ア の独 裁 者 ア ン トネ ス ク
MichaelAntonescu6tルーマニ アの石油供給 をベル リンの ドイツ清算勘定 にお
いて.ライ ビスマルクの貸 し方 を以 って支払 うことを次 第に断 るよ うにな り,.ス
イスにおけるスイスフラ ンあ るいは金 を要求 した。
戦争 のはじめの二年間にBISにおけるルーマニア国立銀行の金口座はほん.
のわずか な出 し入れ を示 していたに過 ぎない。 ライ ヒスバ ンクが数百 キログラ
ムの金送金 を していただけで ある。1942年8月25日約3ト ンの金のベ ル ンか ら
ブカ レス トへの現送 が起 きた。1943年末 まで にライ ヒスバ ンクはス イス国立銀
行 にあ るルーマニ ア金保管庫 を計12回の送金で もって再 び満た した。1944年3
月22日に はルーマニ ア国立銀行はかれ らのBIS金 保管庫 を二回め に空 に した。
今 回 はか れ らは5,5トンの金延棒(価 値 に して2800万スイス フラ ン)を 支払 っ
たが,し か し物理的 にブカ レス トに移動 したのではな く,た んにスイス国立銀
行金保管庫 のなかで 手押 し車で移動 したに過 ぎないL%.
.ル ーマニアめ金 のBISか らの移転 に は非常 に忙 しい3週 間が先行 していた。
1944年3月は じめ にス イス国立銀行はルーマニア国立銀行 の勘定で1000万スイ
スフ ランの額 のSBG(ス イス銀行)か らBISへ の送金 に気づいた。 これ に対
してスイス国立銀行総 裁エ ルンス ト・ヴェーバーはマ ッキ.トリックに介入 し,も
う一度次 のことを強調 した。「現在 ある規定に従 えばBTSは スイス国立銀行 の承.






ヴェーバーはマ ッキ トリ ックに,ル ーマニア国立銀行の1000万ス イス フランは
ライ ヒスバ.ンクの.スイ.ス国立銀行へ の金売却 に由来す る ものだ と知 らせた。さ
らにスイ.スはこう した外 国の.発券銀行 のスイ スフ ラン預金 は,と りわ けそれが
ライ ヒスバ ンクの金譲渡に よって生 じた場合 には,も はや容認で きない とマ ッ
キ トリックに語?た 。 さ らにヴェーバーは,BIS総 裁 に1500万ス イスフ ラ ン
の スイス短期 国債 をエ ク.スリン兄弟銀行 か ら購入す るこ とを禁 じた。BISを
通 じての外 国中央銀行の スイスフラン資産への利子 を生 む投資 は望 ま しくない
とい うわ けで ある。
マ ッキ ト,3ックは結局いや なことを笑 って こらえる以外 にはなか った。.そし
てス.イス国立銀行の立場へ の理解 を示 した。彼 は,ス イス銀行 にあ るBIS口座
.の ルーマニア国立銀行の1000万スイスフランか ら彼 らの600万スイスフラ ンを払
い戻 す ことに賛意 を表 した20〕。マ ッキ トリックのスイス国立銀行 に対す る譲歩
は ルーマニア国立銀行 には都会 が よ くなか った。 かれ らはBISと の関係 を中
断 して彼 らの全外 国為替 と金資産 を スイス銀行 に預 金 した。ルrマ ニ アの金 を
め ぐる事件の背後 には1944年2月始 めに ドイツとルーマニ アめ間で締結 された
経済協定があ った。そ こで ドイ ツはルーマニアか らの商品購 入 と引 き換 えに一
億 スイスフラン以 ヒを支払 う義務が あった。 この.スイスフランをライ.ヒスバ ン
クはスイス国立銀行への金売却 によ ってのみ調達 し得た。 スイス国立銀行は し
か しなが らこの 目的のために ドイツの金 を買 うこ とに何 ら利益が なか った。 と
いうのも彼 らは,い まや この金 を ドイツの略奪金 として戦後 に連合国 に供給 し
なければ ならないか も知れない とい うりス ケを冒す こ とになるか らであ 為。防
衛策 と してスイス国立銀行 は,ル ー々ニ アが ドイツの条約 パー トナーか ら対応
す る金 を直接 支払手段 として譲渡させる ことを望 んだ。 スイス国立銀行 は喜 ん
で金 をルーマニア国立銀行の勘定で 自由な保 管庫 として預か る用意があ った21}。
20}Schweizeri5cheNaUonalbank,P画舫7ゴ〃曜功r物差σ〃,LHalbjahrl944,23.Ma.1344,5.331,
inG.Trepp,a.a.0.,S.12(〉.




1943年9月1日にBISは ベル リンの ドイ ツ銀 行の国際部 門担当取締役 タル
ト・ヴ ァイゲル トKurtWeigeltの訪問 を受 けた。 ヴ ァイゲル トは同行 の植民
地専門家 として通 ってお り,さ らに1935年以降 ナチ党の植民地政策局の経 済顧.
問で もあっだ ㌔ ヴ ァイゲル トは戦 時期 におけるBISの 役 割 につ いて の賞 賛
す る覚 え書 きを手渡 し,そ のなかで,BISが政治的で はな く,純 経 済的な機関
であ ることが実証され,戦 後 においては国際金融 市場の再建 に重要な役 割を引
き受 けるべ き資格が ある とい うこ とを強調 しだ ㌔ 総裁へ の儀礼 的な挨拶 の後
ヴ ァ.イゲ ル トはパ ウル ・ヘ ヒラーに対 してはっ きりと次の ように言 った。 自分
は災害 にあ った オー ス トリアおよびハ ンガ リー国債所持者の利益 の保護 団体 の
一つ であ るCisseCommunedesPortenrsdeUettePubliqueAutrichienneet
Hongr。iseの代 理.人として来てい る。 この団体 は表面 上は災害 にあ った国債 の
所持者 を代 表 してい るが,ト ゥールーズの フラ ンス銀行(支 店)に1.7ト ンの
金 を保管 してい る。 この金 をタ ルンにあるス イス国立銀行 のBIS信 託保管庫
.に移 したい。パ ウル ・ヘ ヒラー とマ ッキ トリックが これ に対.して許可 を与えた
&1944年1月13日にベル ンへ の この金輸送が行 なわれた叫。
郵便振替(Postgiro)業務の増大
1943年のはじめ以 降BIS銀 行部門への管理が強化され ると ともにBISの 郵.
便為替 取引額が増 大 した。 諸 中央銀 行は この決 済制度 の中 にそれ ぞれ の国 の
PTT会 社 のために金II座を維持 してお り,そ こで 国際的な郵便支払取引 の残
高決済が行なわれ る。 この制度 は1933年にカイ1]で行 なわれた世.界郵便 会議 の
協 定 に もとづいてお り,1937年4月にBISを 技術的 なセ ンター と して発足 し






た。当初 よ リドイッと並 んで スカ ンジナヴェァ諸国,イ ギ リス;フ ランスが加
盟 していた。 スイス も1938年の末 に加盟 した。戦争勃発 までは イギ リス とフラ
ンスは多 くの額の利用 を示 していたが,戦 争勃発後は郵便振替決済は事実.ヒほ.
とん ど使 われなか.つた。
1940年41年にほんのわずか な取 引があ った後,1942年9月10日スイスPTT
はスイス国立銀行 に.ス ロバ キアの テ ィシ ・マ リオネ ッテ政権 がBISに 新 た
な郵便振 替口座を開設で きるか どうか を尋ねた。ズ イス国立銀行はそれを拒 否
し,.PTT.にBISにある自身の決済[座 も解消 するよ う勧 めた。 じっさいス イ
スPTTが 脱退す るの と同時 に別の国 々の郵 便会社 のBIS郵 便振 替1座 で の
取引額が跳ね上が る ことにな つ'た。す なわち1941年か ら42年にかけての営業年
度 にお ける.23回の総額金12.4キログ ラムか ら1942,.43営業年 の34回の金703.3
キログ ラム(価 値 に して約370万ス.イスフ ラン)に 上が り,1943,44営業年 に
は取 引額はふ たたび回数30回総額金371キログラム(価 値 に して190万ス イス フ
ラ ン)に 下が ったが,こ れ らの取引 の約3分 の2は ドイツ ・ライヒスポ ス トの
ハ ンガ リー ・ポス トに対す る支払いであ り,残 りはと りわ け.ドイツの アルゼ ン
チ ンと.トルコへの支払 いで あ った鋤。
金回転台の終わり
1944年4月には事実上BIS金 回転台の停止 とと もにライ ヒスバ ンクの国際
的 な 「腕」 としてのBIS銀 行部 門 も活動 を停 止す る。 これか ら1945年の戦 争
終結 までBISの 対 ドイツ業 務は本質的 に,ラ イヒスバ ンクがBISの ドイ ツへ
の投資へ の利 子義 務の弁済 と して支払 ってい る毎月 の金170キログ ラム(価 値
に して約77万5000スイ.スフラ ン)の 受 け取 りに限定 され た。暇 にな ったパ ウ
ル ・ヘ ヒラーに仕事 を 与えてや るた めか,マ ッキ トリックは1944年5月15日に




ル ・ヴ ァ ン ・ジ ー ラ ン ド,外 国 為 替 部 門 主 任 の ヴ ァ ル タ ー ・テ ィ ー ル シ ュ,部
門 長 の ヴ ァ ル タ ー ・ リ ン デ ナ ウ,ウ ラ ジ ミー ル ・ロ ン カ グ リ,フ ラ.ンス.人の ロ
イ ヨ ッ トそ れ に.スイ ス 人 の ベ ル ジ ヒ で あ っ た 。1944年12月ま で に こ の 委 員 会 は
数 百 ペ ー ジ に わ た るBISの 設 立 史 の 概 括 を 与 え る 「SommaireHistorique」.を
提 出 した 。
「ナチ金塊でも臭 くはないof
1943年8月フランス銀行総裁 イブ ・ブ レール ・ド・ボワサ ンジュは もう一度
ス イスに業務旅行 を行 った。彼 の最初 の訪問場所は古 くか らあ るジュネーブの
個 人銀 行で,こ れはフラ ンス革命か ら逃げて きた貴族たちに確 実な避 難所 を提
供 して きた もので あ った。 ジュ ネー ブか ら ド・ボ ワサ ンジ ュ総 裁 は さ らに
ヴァー トレンダー ・アルペ ンにある ヴィラー に行 ったが,そ こで はBIS総 支
配人ロジェ ・オブワ ンが ち ょうど避暑 に来てお り,そ こで オブ ワンと会談 して
か らチ ュー リッヒに行 った。チ ュー リ ッヒではかれは スイス国立銀行総裁 エル
ンス ト・ヴェーバ ーとスイス諸民 間大銀行の代 表たち と会談 し,そ れか らパ リ
に帰 る前 の最後 にバーゼ ルのマ ッキ トリ ックを訪ね た2%.
ド・ボワサンジュが ジ斗ネー ブの個人銀行や チ ュー リッヒの民 間銀行代表者
たち と何 を話 した かはわか らない。1940年か らユ944年まで の フランス銀行 と
ヴ ィシー政権の大蔵省の公文書の閲覧 の非公 開期 限は60年で あ り,し たが って
2004年にや っとその期限が切 れ る。ギ アン ・トレップ氏 による特別許可の 申 し
出を フ ラン.ス文書館 の長 官 は却 下 した と言 う"㌧ これ に対 して ド ・ボ ワサ ン
ジュのスイス国立銀行及 びBISへ の訪 問の理由 はスイス側 資料か ら明 らか に
なってい る。それはベルギーか ら(フ ラ7ス を通 じて)ド イツが略奪 した金 を
.め ぐる問題であ った。
ド ・ボワサ ンジュ総裁 はまさ し くスイス国立銀行.とBISの首脳 に,フ ラン
26)MC,LetterdeR.AubinpourMcKittriA,9.8.1943.
27)フ ラ ンス銀 行 総 務 秘 書 官H、 バ ロ ウセ 氏 の.199]年12月路 日付 け トレ ップ氏 宛 て手 紙 に よ る。
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ス銀行 が1940年11月か ら1942年5月の問に ライ.ヒスバ ン.クに供給 したあ の198
トンのベ ルギーの金の受 け取 りを用 心す るよ うに言 うため にスイ スに来 たの
だ った。 フランス銀行 はベル ンに相 当に大 きな金保管庫 を維持 してい るので,
ド ・ボ ワサ ン.ジュはスイス国立銀行 とBISの ライ ヒスバ ンクのた めの全 回転
台 としての機能 について知 らされてお り,ま た ドイツがベ ルギーの金を スイ ス
以外の どこにも売 ることはで きない とい うことをよ く知 っていた謝。
ド・ボワサ ンジュの警告 は1943年夏 に北 アフ リカが決定的 にヴ ィシー政権か
ら離 れ たこ とと関連 があ った。ユ942年11月8日にお ける アメ リカ合衆 国のモ
ロ ッコへ の上陸以来 モ ロ ッコ とアル ジェ リアにお け る現地総 督 は次 第に ヴィ
シー政 権 に対 して距離 を置 くよ うになった。1943年の春,多 数 の重要 人物が
ヴィシーか らアルジェへ向 けて こっそ りと立 ち去った。大蔵省 の高級官僚であ
るモー リス ・クー ヴェ ・ド ・ムルヴ ィユCouvedeMurvilkもその一人であ り,
彼 は後 にフ ランス首相 になる。1943年6月には アルジェにおい てつい に 「共和
国準備 委員会」(後の共和 国政府).が設 立され るDこ こには クー ヴェ ・ド ・ム
川ヴ ィユや その他の転向 した ヴ ィシー政府構成員 とロ ン ドンへ の亡命者お よび
ド・ゴール派(そ の 中にはジャン ・モ ネや二 人の将来 のフラ ンス首相 ルネ ・プ
レヴァンおよび ピエ ール ・マ ンデス=フランスもいた)と が並んで座 った。
フラ ンス銀行総裁 は当時 はアル ジェへ立 ち去 ることはせず,ペ タン将軍 と最
後 まで信頼 関係 を保 った ヴ ィシー権 力層 に属 していた。結局 の ところ ド・ボワ
サ ンジ ュはその高い職 を1940年9月にペ タン将軍か らベルギーの金 の ライ ヒス
バ ンクへ の供給 の際 の協 力 によって得 ていたので ある。 この ことをクー ヴェ ・
ド・ムル ヴィユ もロジェ ・オブワ ンも知 っていた。 スイス国立銀行 にたい して
ベ ルギーか らの略奪金 を受 け取 るこ とを警告す る.ことに よって ド・ボ ワサ ン
.ジ ュはベ ルギー人 へ の約束 破 りの汚点 か ら自 らを解 放 す る こ とが で きる と




期待 したのである。 とくにマ ッキ トリックに対 しては彼は 自らをナチ批判者 と
してまた連合国に友好 的な同時代人 と して示そ うとしたのであ る。 したが って
彼 はBIS総 裁 には,ベ ルギーの金 のセ ネガルか らベ ル リ ンへ の輸 送 は彼 と
クー ヴェ ・ド ・ムルヴ ィユ によって考 え出 された 「遅延戦術」 によ って全部で
16ヶ月 もかか ったのだ と語 った。かつ また彼 の友人の クー ヴェ ・ド ・ムルヴ ィ
ユの ヴィシーか'らアルジェへの逃走 は彼の助 けによってのみ成功 したのだ とい
うわけである懸〕。
ロジェ ・オブワ ンにたい して は ド・ボワサ ンジュはあ らゆる 自慢 はあ きらめ
て,た だ事実 に即 した情報提供だ けに自らを限定 した。すなわ ち,フ ランズ銀
行 は,こ の間に死亡 したベ ルギー国立銀行総裁ヤ ンセ ンの同意な しに ライ ヒス
バ ンクに供給 した金 をフラ シス銀行 自身の備蓄か ら補 填す るつ もりだ。 もしラ
イ ヒ客バ ンクが その返還 を しなか った として もである。 ライ ヒスバ ンクがベ ル
ギーの金をBISか あ るい は他者 にさ らに渡 しているのな ら,フ ランス銀 行 は
そのすべての金の返還を求め るこ とにな る鋤。 ド ・ボ ワサ ンジュが帰 った後す.
ぐロジェ ・オブワ ンはマ ッキ トリ ックに会い,ラ イヒスバ ンクか ら受 け取 った
ベルギーか らの略奪金 のすべて を議論の余地な く返還 した方が 良い と迫 った。
「スイス国立銀行 と同様 にわれわれはその所 有権 がのちに第三者か ら疑わ しい
と問題 にされ るような可能性があ るどんな金 も受 け取 らないよ うに注意 しなけ
ればならない。当然の ことなが ら.ドイ.ッの金 譲渡 の際 にはパウル ・ヘ ヒラー に
そのつ ど頼んで,彼 のベ ルリ ンの友人 に影 響 を与 えてBISに 異論 の余地の な
い金 だけを供給す るようにさせ ることが必 要だ。他面 においては,金 は合法的
な支払手段であ り,我 々は債務 者に この形態 での利子支払 いを基本的 には拒否
しない とい う原則 を確定す る ことも必 要だ。」 さ らに ロジェ ・オブ ワンはBIS









も警告 を した。 「ライ ヒスバ ンクか ら安価 な金 を購入 して ルーマ ニア国立銀行
によ り高 く売 ることはた しか に大変利益の上が ることだが,し か し今 日の状況
の..Fでは収益性 の考慮 は後 回 しに しな ければな らない。我々はまた我 々の ドイ
ツへ の投資 に対す る利子 に関 して金に よる支払いか らスイスフランによる支払
いに転換 させ る ことを試み るべ きだ。 ライヒスバ ンクに対 しては この点で もっ
ともだ と思わせ る理 由付 けを持たねばな らない。他 方で スイ ス国立銀行 は以前
か ら我 々の金業務 を制限 しようと望んでい る。」
1943年8月には,ア ルプスの済んだ空気の中で ロジ ェ ・オブ ワンは,ド イツ
に友好 的なBIS銀 行部 門の活動 につ いての新 しい洞察 に導かれた ようであ る。
この洞察か らの成果 は しか しなが らす ぐには何 もなかった。すで に述べ たよう
にベル リンーBIS一ルー マニアの金 回転業務 は1944年の3月 まで続 き,ラ イヒ
スバ ンクはその利子 を1945年4月まで引 き続 き金で支払 った。
ド・ボ ワサ ンジュはBISと 同様 に,ス イス国立銀 行総裁 ヴェーバーに もベ
ルギーか らの略奪金の受け取 りについて警告 を行 った。 そのさい彼 はこの金の
略奪 の際の フランス銀行 の協力 を次 の ようなコメ ン トで強 く否認 した。 「フラ
ンスへの侵略以降ベルギーの金に何が起 きたか は私 は知 らない。」31}スイス国立
銀行総裁 ヴェーバー.はしか しなが ら ドイツの略奪金 につい ての警告 に何 ら聞 く
.耳 を持たなか うた。そ して こうした金 のフラ ンス銀行へ の返還 の要求 を厳格 に
断 った。BISと まった く同 じくスイズ国立銀行 も1943年夏か ら戦 争終結 まで
な齢多数の トン数のベルギーか らの略奪金 を受 け取 り続 ける。彼 らは戦後 には
再び これの返還を追 られる。 これにつ いては後述す る。
ス イス国立銀行 総裁 ヴェーバ ーの論理 は以下の ようで あ った。「ス イスは金
本位通貨を持 っている.。スイス国立銀行 はそれ ゆえあ らゆ る国か ら金 を受 け取
り,ま たあ らゆる国へ金を渡す。金 の受 け取 りを個 々の国 に対 して拒 否す るこ




国立銀行 は ドイ ツ ・.ライ ヒ.スバ ンクか ら売 られた金をそれが どこか ら来たかを.
しげ しげ と見 る ことはで きないだ ろ う。 スイス国立銀行は,彼 らが ライ ヒスバ
ンクか ら受 け取 った金 はかれ ら自身 の所有物であ ると見な し,そ れを 自由に処
.分で ぎると見なす。 スイ ス国立銀行 は(1943年夏 まで に)価 値 に して一億ス イ
ス フランになる金 を フランス銀行か ら も受 け取 ってい るが,そ のさいそれが本
当に フランス銀行 の金か どうか を問い合わせた りは していない。」
終 戦直後 スイ琴国立銀 行は,か れ らは戦 時期 に ライ ヒスバ ンクか ら約240ト
ンの金(価 値 に して約12億スイスフラ ン)を 「善意の取得」で受け取 ったので
あ り,そ れ は合法 的な ドイツの戦前か らの資産だ と見なされたのだ,と 主張 し
た。 ユ985年になつ.てスイス国立銀行か ら出版された 「1939年か ら1945年までの
スイス国立銀行の ライ ヒスバ ンクとの金取引についての研 究」 も,疑 問符をつ
けてで はあるが,や は り同 じ結論を出 してい る。 ヴェーバーが フランス銀行総
裁 のベルギーか らの略奪金の受 け取 りへの警告を拒否 した際の論理 のか ら見 る
と,こ の 「善意取得」の テーゼ は維持で きない。
ロ ン ドン及 び=ユ ー ヨ ーク に お け るBIS批 判 の 増 大
1939年の チ ェ コ.スロ ヴ ァキ ア の 金 事 件 以 来 ポ ー ル ・ア イ ン ッ ィ ッ ヒ は ロ ン ド
ン の 『フ ィ ナ ン シ ャ ル ・ニ ュ ー ス 』 紙32,で出 版 界 に お け るBIS批 判 者 と し て
活 動 して い た 。 ロ ンバ ー ド ・ス ト リ ー トに お け る 定 期 的 な コ ラ ム や た く さ ん の
記 事 で 彼 は 戦 争 以 降 再 三 に わ た っ てBIS批 判 の 論 陣 を 張 っ て き た 。 先 に 言 及
した1942年10月に 英 蔵 相 キ ン グ ズ レ ー ・ウ ッ.ズが 労 働 党 か ら の 激 し い 批 判 に 対
してBISを 擁 護 し た 時 に は ア イ.ンッ ィ ッ ヒ は6つ 以 上 のBISに 関 す る 記 事 を
掲 載 し た 。 そ の 中 で か れ はBISの1941,42年 度 年 報 を ナ チ ス の 広 域 経 済 圏 の
路 線 上 に あ る も の と し て 批 判 し,イ ン グ ラ ン ド銀 行 のBISか ら の 脱 退 を 要 求
した33)。.
32)この 「フィナ ンシャル ・ニュース」紙481946年に 『フィナ ンシャル ・タイムス』紙 と合併する。
33)P叩i,〔}iUseppeUgo,㍑ご'■ガ醜7袖 彦'㊨捻硲 ㎡.fぬ81∫認η々 漁rlpzε㎜'めπ配♂58"勧醐 雄,Rome.
.8.1951,p.252.
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ち ょう どその時 ロ ン ドン及 び アメ リカ合 衆国へ の旅行 を準 備 していたBIS
総裁マ ッキ トリックはアイ ンツ ィッヒの批判 にシ ョックを受 けた。 ロ.ンドンへ
の電報 による警告 で彼 は,イ ングラン ド銀行 のBISか らの脱退 がいか なる結
果 を もた らさざるをえ ないか をあ りあ りと描 いて見せた。 「そ うすれば ドイツ
はBISを かれ らの新 ヨーロ ッパの金融機関 としてはめ込 むだ ろ う し,そ れ を
こえて スイスにあ るBISの 一 億ス.イスフラ ンの資産 を自分 の ものにす るだ ろ
う。.この厄 介なジ ャーナ リ.ストはロン ドンの金融界で厳 格な中立 的機 関 として
受け とめ られているBISの あらゆる努力 を無 に帰せ しめ る恐れがあ る。」鋤
イギ リス蔵相 が下 院の議論でBISへ の批判 をはねつ けた に もかかわ らず,
1942年か ら1943年にか けて の冬 にはBISに おけるイ ングラ ン ド銀行 の役 割が
イギ リスの新 聞紙上で戦争勃発以来初めて広範 に議 論される ことにな った。主
導的 な経 済紙 で あ る 「フ ィナ ン シャル ・タイ ム ス』 と 『フ ィナ ン シャル ・
ニ ュース』.はその際 トー ンが ま った く同 じで は なか った。 『フィナンシャル ・.
ニ ュース』 がBISか らの イ ングラ ン ド銀行の脱退 を要求 して い るの に対 し,
政府によ り近 い 『フ ィナ ンシャル ・タイムス』 は懸念のある問逼 に 白らを限定
してい だ5,。ドイ ツで は 『フ ラ ンク フル ター ・.ツアイ トウ ング』 紙がBISを
ア インツ ィッヒ及び英労働党議員 の攻 撃 に対 して擁護 してい る。「BISは厳格
に中立であ る」 と,同 紙 は 「BISへの イギ リス紙 の攻撃」 をはねつ けている。
「BISは存続 しな けれ ば ならない。なぜ な らそれ は戦 後 において なお必 要 と.
されるか らだ。 ちなみ にBISへ の攻 撃は と りわ けイ ング ラ ン ド銀行総 裁 に対
す るひ とつの陰謀か ら生 じてい る。 「フィナ ンシャル ・ニ ュー ス』 の発 行人 は
モ ンタギュー ・ノーマンをやめさせ ようとし,こ の 目的のために一.人の労働 党
.議 員に下院でBISへ の攻撃 を組 み立て させ たのだ。押 もうひとつ の ドイ ツの
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るブラ ックリス トの適用 はない」 というタイ トルの もとで イングラン ド銀行 の
BISへの加盟存続 について書いている訪。
ス.イスの新聞に もロン ドンセのBIS論 議の反映が.見られた。 『ス イス商業 新.
聞』 はBISを 「光 の もれ た攻撃」 とい う大見出 しで1.フランクフル ター ・ツ
アイ トウ ング』 と同様 の議論 を以 って擁 護 してい る閲。他 方 『ノイエ ・チ ュー
リッヒヤー ・ツアイ トウング』 は...ヒ品な抑制 を利かせ,コ メン トな しで イギ リ
ス蔵相のBIS擁 護 とロ ン ドンの新聞の批判記事の両方を載せ ている靴
1943年1月14日に アイ ンッ ィ ッヒは ひ とつ のBISの 発 行 した出版物 を論
難iした。 これは外国為 替管理規定 を国 ご とに まとめた もので あ る。 イギ リ琴
の外 国為替規定 は68ペー ジの分量 でた だ不完全 に示されて い るだ けで,他 方
ドイツのた めに は600ペー ジ を割 いて包 括 的に扱 って いる,と ア イ ンッィ ッ
ヒは批 判す る。 「これは,ド イツと取引 を してい る企業 に とっての有益 なハ ン
ドブ ックで あ り,.また イギ リスとアメ リカの ブラ ックリス トに載 っている企業
に とっての良いハ ン ドブ ックだろ う。」期1月19日 たは アイ ンツ ィ ッヒは二倍 の
分量 の記事 を書 き,イ ギ リスの最 高金融界 で広 ま ってい る ドイツの最 高金融
.界の あ る種 の要 素(例 えばヤ ルマール ・シャハ トやエ ミー ル ・プール とい っ
た人 々)は 根本 的には ヒ トラーに距離 を置い てお り,抵 抗 のため の譲 歩が獲
得 され る可能性 があ る とい う見解 を激 しく批 判 した、 アイ ンッィ ッヒの論説
は次 の言葉で締 め くくられ てい る。「ヒ トラーの銀行部 門における予備師団 は,
彼 の正規 の 国防軍師団 にお ける虐殺 者 とまった く同 じく世 界平和 に協 力 しな
い。.」鋤
37}N曜h沈 ん館刀ノ%r五 螂5ε舶 πη必4Berlin,8.Oktober1942.






1943年の春,出 版界 におけ るBIS批 判 は アメ リカに も広が った。1943年5
月.]9日フラ ンス 入 ジ ャーナ リス ト,ア ン ドレ ・ジェ ラ ウ ドAndreGerudが
『ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムス』 で 「ペ ル テ ィナ ック ス」Pertinaxとい.うペ ン
ネームでBISに 対す る正面攻撃 を発信 した。 この記 事の中で彼 はBISを 分析
し次の結論 に達す る。 「それ は結局 の ところ ドイツ第三帝国 の利益 にお いて機
能 している組織で あ り,さ らにい まや ドイツ ・ライヒスバ ンクによ って敗れ た
戦争後 の 「救命 ボー ト』 と して選 び出されているのだ。」 とれ に対 しBIS.前々
総 裁 レオ ン ・フレーザ ーは,ウ ォー ル ・ス トリ.一トとワシン トンで広 く議論 さ
れ 出 した この 「ペ ルテ ィナ ック ス ・ス トー リー」 を 『ニュー ヨー ク ・タイ ム
ス避への投書の形 を以 って反論 しだ2)。
やや経 って1943年11月24日になる と 『ニ ュー ヨーク ・タ.イムス」 は,ア メ リ
カ合衆国財務 省次 官ハ リー ・デ クス ター ・ホワイ トとの長大な インタヴューを
掲載 した。BIS敵対 者 のホ ワイ トは当時 まさ し くブ レ トン ・ウ ッ.ズにお ける
連合 国世界通 貨会議 の準備 に携わ っていたが,戦 後世界 の新 たなすべ ての将来
構想 の中でBISの 役割 を認 めない と語 った。
これ に対 しフレーザ ーは,ホ ワイ トへの反撃 を開始 した。1944年のは じめ に
フ レーザー は 『ニ ュー ヨー ク ・ヘ ラル ド・ トリ ビュー ン』 の なか で,戦 後
BTSを世 界通 貨制度 の再建 のため に利用 し,ブ レ トン ・ウ ッ.ズにおい て新た
な機 関 を設立す る代 わ り.にす る とい う提案 を発表 した4㌔ ホワイ トは フレー
ザーの提 案 にコメ ントして語 る。「ドイツ派遣 のBIS幹 部は感 じ良 く礼儀 正 し
くふ るま う。それはかれ らが この銀行 によ りつつ第三帝国の没落を超えてその
後 も金融権 力を握 り続 ける ことを希望 してい るか らであ る。付け加えれば,わ
.が国の若者 が戦場で ドイツ人 によって大量虐殺 されてい る時に,こ の国際 決済
銀 行(BIS)で はア メ リカ人の総 裁が ドイツ人 と業 務 を行な ってい るので あ.
42)MC,BhefvonLeonFraseranFrauMeKit甘ick ,26.Mai1943.
43>N伽 蜘rた 撫 配`品7㌃で西αη8,鱗.7、1944.
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る。」 ホワイ トとフレーザーの撃 ち合い の後1944年の は じめには アメリカ中の
無数 の新 聞 とラジオ局がBISの テーマ を取 り上げ ることにな った。
総 じて アメ リカにお けるネガテ ィヴな メデ ィア決算 はBISに 対 して大 きな
損害 を与 えた。 アメ リカ上院の銀行 ・通貨委 員会の1944年4月22口のや り取 り.
で フレーザ ーは,BISは 戦後国際 的な為替相場 の安定 の 目的のため に利用 さ
れ得 るか と質問 されて,明 瞭に否 と答えざるをえなか った。フ レーザーは言 う。
「政治 を忘 れて純粋 に技 術的 に判 断すれ ば,BISは 国際的 な通 貨協 力 の良い
出発点 にな り得 るだろ う。 しか しなが らこの機 関は汚物 によって汚 され,も は
や新 たな世界 を再建す るには適 さない だろ う。(中略)ブ レ トン ・ウッズ構 想
が実現 され るべ きとすれば,私 はあなたがたに,現 在BISで 働 い てい る多 く.
の専 門家が彼 らの中央 銀行 か ら新た な機関で あるIMFと 世界銀行 へ派遣 され
るだ ろ うことを保証す る。」
ブレトン ・ウッズ会議におけるBIS解散決議
「本 日の我々の議題は.この場 で即座 に分か るよ り.もよ り意義深い もの にな る
で しょ う。私 はあ なた がた に特 別 の注意 をす る ことを勧 め たい ので あ りま
す。」鋤 こ う した 言葉 を以 って アメ リカ合衆 国財'務省 艮官ヘ ン リー ・モ ーゲ ン
ソー,Jr.は1944年7月18日にプ レ トン ・ウッズにおける連合国 世界通貨会議
へ の17人の 合衆 国 派遣 団を前 に語 りか けた。つづ いて彼 は財 務 省次官 のハ
リー ・デ クス ター ・ホ ワイ トに短 くうなづ きか けて文案 を読み上げ はじめた。
「連 合国 の世界 通貨 会議 は 国際決 済銀 行BankforInternationalSettlements
の可能な限 り速や かな解散 を勧告す る。」45}この文章 は,数 日前 にノルウェーの
派遣団団長のヴ ィルヘルム ・ケイルハウが ホワイ トの求め に応 じて会議 総会に






モーゲ ンソーのBIS解 散 の努力 はニュー ヨー クの金融エ ス タブ リ・ッシュメ
ン トに対 する彼 の闘争 と密接 に結 びつい ていた。 この ことはニ ューデ ィール派
ジ ャーナ リス トで ホワ.イトと友好 関係 にあ った1.F.ストー ン1.F.Stoneのひ
とつの論説の引用が良 く示 してい る鮒。 ス トー ンは当時 ニュー ヨー クの進歩派
夕刊 紙PMの ため に働 いて お り,こ の新 聞 は発行 部数 は少 なか ったが アメ リ
カ合衆 国東海岸 のオピニオ ンリーダーの世.界では高い評価 を受 けていた もので
あった。「大銀行家 たちが国際通貨 会議 に対 して画策 を巡 らしてい る」 との タ
イ トルの下で ス トーンはアメリカ合衆国財務省 とウォール ・ス トリー ト諸銀行
・との ブレ トン ・ウ ッズ会議 における力 関係 を分析 し,そ こでBISの 位置 づ け
も行 っている。 「ウォール ・.ストリー トは現在 ナチに支配 されているBISを 将
来 の世界銀行 として生 き残 らせ よう.としている。 そ してそれ に加 えて英米の二
国間金融協定 をその補完物 として締結 しよ うとしてい る。 これ によって ニュー
ヨークとロン ドンの連 合 した金融 エス タブ リッシ ュメ ン トは戦後の国際的な通
貨政策 をかれ らの意味 において誘導 しよ うとしてお り,国 際的 な信用機構 の コ
ン トロー ルを通 じての社 会的経 済的な改革 を彼 らにとって望 ま しくない もの と
して阻止 しようとしているのだ。 この試み における主要 な役 割 を演 じているの
は,フ ァース ト・ナ ショナル ・バ ンク ・.オブ ・ニ ェー ヨー ク頭 取で前 のBIS
総裁であ るレオン ・フレニ ザーで ある。 フ ァース ト・ナシ ョナ ルに よって率 い
られ てい るアメ リカ合衆 国の銀行 グルー プは敵 に よって支 配 され てい るBIS
に現 在 も相 変わ らず 参加 してい る。 この英 米銀 行連 合 の推進 者 で黒 幕 は,
ウォー ル街 の最大法律 事務所 サ リヴ ァン&ク ロムウェルのパー トナーであ る
ジ ョン ・フ ォス ター ・ダ レスJohnFosterDullesであ り,こ の法律事務 所そ
の ものが 戦前期多数 のナチ企業 の法律 顧問であ ったのだ。 ウォール ・ス トリー
トは計画 されているブ レ トン ・ウ ッズ機関を事 実上異 口同音 に拒否 してお り,




うと試み ているのであ る.。ロン ドンでは ブレ トン ・ウッズ機 関反対派 は保守 的
な銀行家 の小 さなサークルに限 られてい るが,か れ らは金本位制 を悼 んで お り,
政府 が計算 され た財政赤字 によって完全 雇用 を取 り計 らう考 え方 を妨 げよ うと.
している。 イギ リスの保守派 は彼 らのはなはだ しい敵,金 本位制 の悪名高い反.
対者 のJ.M.ケインズが現在 イ ギリス大 蔵省 の主任エ コノ ミス トにな り,ブ レ
トン ・ウ ッズ会議 の イギ リス代表 に昇進す るの を傍観 して いなけれ ばな らな
か った。 ケ.インズの国家財政支出に よる完全雇 用の為 の対恐慌 的経済政策 は金
本位 制 とは両立 しない。 ヒ記の銀行家た ちが計画 され ているIMFお よび世界
銀行 を阻止す ることに成功 し,同 時 に貨幣政策に関す る英米Q銀 行 コ ン トロー
ルを持 った金本位制の確立 に成功すればそ こか らは両国において保守 的な社会
政策 が出てこざるをえない。保守的 な英米金融界 に とっては世界銀行 としての
BISの利 点は,彼 ら(銀 行 界)が この機関 を コ ン トロー ルで きる とい う点 に
ある。他方 ブ レ トン ・ウ ッズ機関 は連合国の諸政府に よって コン トロールされ
るべ きもの としてあるので ある。」47;
1,F,ストー ンのBIS批 判 の主要点 はナチ協 力で はな く,ア メリカ合衆国財
務 省の国 内政策上 の主要敵 であ る金融 工.スタブ リ ッシュメ ン トの道 具 と して
BISが使 われ てい るこ とであ った。 それ以上 にニ ュー ヨークの アメ リカ最高
金融界 は基本 的にフラ ンク リン ・D・ ルーズベ ル ト大統領 の民 主党政権 政策全
般 の敵対 者で あった。1933年の在職以来財務長官モー ゲンソーはア メリカの金
融部 門を一層 強 く政府 の管理下 に置 くことを疲れ を知 らない精力で推 進 して き
た。彼 の銀行 及び証券 市場 に関す る新 しい法律 は広範な通貨業務を規 制 し,大
銀行 の利益 可能性 を感 じられ るほ どに制約 して きた。 ルー.ズベ ル ト大統領 が
194ユ年ユ2月にモーゲ ンソーを戦後 のアメ リカの国際的通貨政策の計 画のための
責任 者につけて以 降,彼 は国家管理 の原則 を当然の ことなが らこの領域 に拡大
した。モーゲ ンソーの 目標 は 「世界金融 の中心地 を民 間銀行が支配す るロン ド







る。」姻 計画 された ブレ トン ・ウッズ機 関はモーゲ ンソーによってアメ リカ合衆
国が支配す るグローバルな国家介入主義 の意味で の国際的 な 「超財 務省」 と.し
て考え られていたのである。
ブレ トン ・ウッズ会議 における17人の アメ リカ代 表団は,民 主 ・共和両党 の
政 治家,財 務省 と国務省の官僚 と技術 的専 門家,そ れ に連邦準備制度 のそれか
ら成 っていた。 こう した構成の 中にあ っては モー ゲ ンソー は最初か らBISを
計画 されてい るブレ トン ・ウ ッズ機 関の怠業者で ある とい う悪評で以 って解散
への賛成 多数を得 るよ うに計算す るこ とはで きなか った。 アメ リカの金融エス
タブリ ッシュメ ン トに伝統的 に近い共和党の政治家や ネ ッド ・ブラウンのよ う
な銀行家 は彼 に従わ ないだ ろ うし,他 方銀行を弱めよ うと欲 しないい くらか の
技術 的専 門家 は棄権 す るか もしれ なか った。 アメ リカの代表 団の多数 をBIS
解散 の必 要性 につ いて納 得 させ る為 には批 判の主要 点はBISの 「ナチ協力の
拠 り所」 とい う非難に置かれねばな らなか った。 そ して1944年7月18日にブ レ
トン ・ウ ッズで モーゲ ンソーがBISに 対 して行 お うと したのは まさ しくそ こ
であ った。
彼 は次 のよ うに意思表 明を始 める。「私 はBISを 長年 にわ たって観察 して き
た。 この銀行 は確か に特別 に重要で はないが.し か し過去 において我 々が ここ
で規制 しようと思 ってい るの と同 じ国際的な通貨 問題 を規制す るこ とを試みて
きた。BISは ドイツ人 に支 配 され,ふ た りの前 のBIS総 裁であ る フ レーザー
や パ イ ヤ ンのよ.うな人 々 といっ しょに なってや って きたが,私 は,自 分 が
BISをナチ スQ道 具であ ると見 な して きた こ とを強調 した い。 ドイ ツの プ ラ
ハへ の進軍 の後チ ェコス ロヴ ァキ アの通貨準備 の金がBISの 協力 によって ド
イ ツに略奪 された ことを忘れて はな らない。」鰯






ザ ーは ドイツの方向 に忠誠心 を持 っているに もかかわ らず 良い アメ リカ人であ
るなどとは。同様 の忠 誠心 を私 はバ イヤ ンに も見 る。かれ はブ レ トン ・ウ ッズ
会議 におけ るオラ ンダの代 表団 になってい る。 また 同様 の ことは現BIS総 裁
の ト「マス ・H・ マ ッキ トリ ック及 び ヨーロ ッパの諸 中央銀行家たちのあ る種
の要素 に 壱言え ることで ある。 この会議の総会 でBISの 将 来が ア.メリカ合 衆
国の明瞭な.立場 の表 明な く語 られ る とすれば,ド イツ人は ここか ら次の ように
結 論す るで あろ う。バ ーゼルにおいて は戦後 もすべてが以前のままに とどまる
だろ うと。 まさ しくこの継続性がヤ ルマー ル ・シャハ トや ヴ ァル ター ・フンク
のよ うな ライ ヒスバ ンクの人々がすべての希望の拠 り所を置いている所 なのだ。
わ た しは,我 々はBISの 解散決議 を我 々の心理 的な戦 争指導 の観 点か らも支
持 しなければ ならない と考 える。我 々の ヨー ロ ッパ向けの短波放送 プログラム
で我 々は この会議後 のBISの 存続 の正当性 を もはや説明で きない。」鋤 モー ゲ
ン ソーが 言 明を終 えた後 今度 は アメ リカ銀 行家協 会の代表 ネ ッド ・ブ ラウン
NedBrownが代表 団へ の短 い意思表明を行 った。財務 長官 とは反対 に ブラウ
ンは解散決議の撤 回を支持 した。
BIS解散決議 への賛成,反 対 の両 立場表 明が あった後で,モ ー ゲ ンソーは
会議 代表団にそれぞれの個 人的な立場表 明を求めた。その際少 な くない面 々が
この問題 の政治的な背 後関係 につ いて能力以上の もの を求め られてい ることが
わか った。次 のエ ピソー ドは如何 に して政治戦術家モ ーゲンソーがため らう人.
.を圧 力の下に置 くことに成功 したか を明 らか にしてい る。マーベル ・ニ ュー カ
マーMabelNewcomerは,経済学の教授 であ りアメ リカ代表 団の中の唯一一の
女性 であ ったが,BIS解 散決議 につい て立 場 を打 ち出す能 力がない と感 じて.
いた。そ れ に対 してモー ゲ ンソーは 質問 した。 「あ なたの ところで マ ッキ ト
リック氏 の娘 さんが勉強 してはい ませんか?」 ニ ュ「カマー女史が肯定す る と,
モーゲ ンソーは言 った。 「彼女 は しか しBISに 対 して非常 に明瞭 な態度 を持 っ
てい ると思い ます よ。 この ことをわた しは同 じくあなたの ところで勉強 してい
5ωEbenda.
26(26)第164巻 第1号r...
.る私 自身の娘か ら聞いて知 ってい ます。マ ッキ トリ ック嬢が どんな考 えを持 っ
てい るか をわれわ れ に話 して いただ けます か?」 満場の 大笑い.の中で マーベ
ル ・ニ ュー カマーは言 った。 「はい,彼 女 はBISの 解散 の為 の何 かが なされて
直 ち に父 親が帰 って くるこ とを望 んで い るのです。」 そ れ に対 してモー ゲ ン
ソー は補 った。「マ ッキ トリ ック嬢 の この1.F.ス.トー ンのB正S批 判論説 につ.
いての コメ.ントも大 変感 じが 良い ものです。彼女 はス トー ンは正 しく,父 は間
違 ってい ると思 うと言 っています よ。」5',
質 問の輪が上 院議員 チ ャール ズ ・トー ビイCharlesTobeyにまで 至った時
モー.ゲンソーが質問 した。 「上 院議 員,あ なた は この会議 で何か新 しい ことを
お聞 きにな りま したか?」 トー ビイは上 院における共和党反対派指導者で彼の
意見 は とりわ け重要 だった。 「はい もちろん,財 務 長官。あ なたが ここで言わ
れ た ことを聞い た後 でわた しはBISに ついて も私 の考 えを変 えま した。ナチ
スに対 す る私 の憎 しみは大変大 きいので わた しはBISの 解散決議 を今は支持
します。私 の良い友人であ るネ ッド ・ブラウンの反対 に も関わ らずです。わた
しはBISに つ いて 明 瞭 に反 対 しない 人 は ナチ スを 支持 して い る と思 い ま
す。」52}
トー ビイ上 院議員が陣営 を転換 した後では合衆 国代 表団のなかで の二番 目に
.強力 なBIS同 情 派 にとって はただ急 ブ レーキをか ける こと しか 残されてい な
か った。国務省次官 のデ ィー ン ・アチ ソ ンが言 った。 「BISの解 散は外交政策
の問題です。それ ゆえ無条件 にワシ ントンにい る国務長 官の コーデ ル ・ハル も
また これにつ いて耳 にす る必要があ る。私が知 る限 りでは,ハ ルは1943年は.じ
めのBIS総 裁 マ ッキ トリ ックの ワシ ン トンへ の訪 問の際 に彼 にバーゼ ルへ帰
任す るこ とを要請 した はずです.コ ーデル に相 談 した い。」 これ に対 してモー
ゲ ンソーが答 えた。「わ た しは彼 が何 を言 うかか な り確信 があ る。直 ちに国務




午後 にモーゲ ンソーは代表団 に対 し彼 の電話でのや り取 りにつ いて報告 した。
「わ た しはコーデルに決議 を読んで聞かせ,ま た代表 団の意見分布 も伝 えた。
彼4tBISの解散 に同意 した。私 はまたどのよ うにBIS総 裁マ ッキ トリックに
決議 につ いて知 らせ るべ きか を彼 に尋 ねた。彼 は,マ ッキ トリックは新聞でそ.
れ を読 む のが よか ろ う,と 言 った。」 こ う して 合衆 国代 表 団 の全 員 が ノ ル
ウェー代 表に よるブ レ トン ・ウ ッズ会議総 会で のBIS解 散決議 を支 持す るこ
とに 同調 した。BISに友好 的 なネ ッ ド・ブ ラ ウンとデ ィー ン.・アチ ソ ンもそ
れ以外 に選択肢 はな く,同 様 に決議 に同調 した。
これ によってモ ーゲ ンソーは重 要な中間 目標 に到達 した。 しか し総会 にお け
る44ケ国代表目 による解散支持 まで にはまだ道 の りが あった。 ノルウェーの解
散決議へ の最重要の代表団の態度 を調査す る為 にモーゲ ンソーは外国資産管理
局長 のオーヴ ィス ・シュ ミッ トに当 該観測 を行 な うことを委託 した。 この際
シュ ミッ トは多数が解散 を支持 している こととともに二 国の解散反対者 を確定
した。 イギ リ.スとオラ ンダであ る。
フ ランスの代表 団長の ピエー ル ・マ ンデ.ス=フラ.ン.スはBISの 解散 に賛成.
であ った。 フランス銀行 が1930年以来 ヨーロ ッパの中央銀行 間協力の主要な柱
の一つであ り,バ ーゼ ルにず っと総支配 人の一 人を置い ていた に もかかわ らず
であ る。 マ ンデス=フ ランスは第一級 の ド・ゴール派の ひ.とりでバーゼルの ロ
ジェ ・オブワ ンには何 らつなが りを持 っていなか った。それ に加 え.て彼は フラ
ンスの再建への10億規模 の アメ リカの支援 を希望 してお り,ア メ リカ財務長官
とい うは っき りした 尉Sキ ラー と仲違 いす るこ とを欲 しなか ったのであ る。
ベ ルギーの代 表団長 の カ ミーユ ・グ ッ トも1315の解散 に賛成で あった。 オ ラ
ンダ.のバ イヤ ンが彼 の考 えを変 えさせ る為 に最大限 の努力 を していた にもかか
わ らずで あっだ ㌔ ブ レ トン ・ウ ッズ会議 で の スター リンの代 表者 金融 コ ミ
サ7ル の セユテパ ノブStepanovは当然 の こ となが らBISの 解散 を喜 んで支






世界的規模での共謀のセ ンター」 として攻撃 していた。 この.会議の前哨戦 とし.
てモス クワの党機関紙 『プ ラウ ダ」か ら労働組合新聞 「トルー ド』 に至 るまで
反BISキ ャンペー ンを独 自に行 なっていた51,。また雑誌 『戦 争 と労働 者階級」
は詳細 なBIS批 判 を掲載 し,そ こで はBISは 中立 の外套 の下で ヒ トラー ・ド.
イッを支持 していた と書 いている詩)。
解散への反対者.
ブ レ トン ・ウッズでのBIS解 散 へ の最 も熱 心な反対者 は オラ.ンダ代表 団長
の ヴィルヘルム ・バイヤ ンであった。 オランダの亡命政権 の代 表者 として しか
しなが らかれ びと りでは解 散決議 をブロ ックす る為 には比重が少 なす ぎた。 こ
の ことはBISの もう一 人.の同情者 イギ リ.ス代 表団の 中のイ ングラ ン ド銀行代
表で あ るチ ャー ル.ズ・ダンス トンCharlesGunstonにつ いて言 う ことはで き
なか った。 ダンス トンは戦争前 のベル リンにおい てはイングラン ド銀行 の ライ.
ヒスバ ンクとの連 絡役 の人間で あった。彼 は ヒ トラーの賛嘆者の ひとりで1934
年の休暇には ドイツの労働奉仕施設で過 ご したことのあ る経験の持 ち主であ っ
た囲〕。
かれが イギ リスの代 表 団長J.M.ケ イ ンズをノ1レウェーのBIS解 散決議 へ
の支持か ら離 して置 くこ とがで きる限.りで は,BISは 解散 され得 ない。 とい
うの も4つ の連合 国 イギ リス,ア メ リカ,ソ ヴィエ ト連邦,及 び フランスが共
通の支持 を しない限 り総 会における決議 はチ ャンスが ないか らであ る。
ケ イ ンズは,彼 自身がBISに 大 きなシ ンパ シーを抱 い ていたがゆ えにダ ン
ス トンの意見を退 けなかったので はない。逆であ る。かれの有 名な恐慌期 に布
ける国家 介入 と低 い利子率 に よる雇用創 出 の理論 はイ ングラ ン ド銀 行やBIS
の主任エ コノ ミス ト,ペ ル ・ヤコブソンが代表 していた古 典的な経 済 リベ ラリ
54)ル 薦 礁13.5.1944u翼dTπ6427.5.1944、inG,Treppレ 乱a.0.,S.145.
551D停 κrゴ㎏ 齪7雇4カ日'・ 加 ゴ罐 舳 螺Moskau、15.4.44.
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.ズムに対す るア ンチテーゼであ る。 イングラン ド銀行 総裁 ノーマ ンに とっては
大変不満で あった のだが ケインズは戦守勃発後 イギ リス大蔵省 の顧 問 とな り,
そ して1942年秋以降 ホワイ トとともに精 力的にブ レ トン ・ウッズ会議 の準備 を
進 めてきたのであ る。彼 らのそれぞれの国の経済 的な利益 を出発点 として両者
は戦後の世界通貨秩序 を如何 に規制 するか の計画 を作 っていった。軍需供給 に
よって アメリカ合衆国への大債務 国にな った.イギ リスの経 済的利益 は債権 国の
アメ リカの利益 とは対蹠 的にな っていた。 こ うした中で終局的 には ホワイ ト案
がケ インズ案 に対 してブ レ トン ・ウ ッズの制度の基礎 とな ったのであ る。
ノーマ ン総裁 及びイギ リスの最高金融界の広 いサー クルは計画され ている国
際的金融機関IMFと 世界銀行 にアメ リカにおける所在 地 も含めて批判的 に対
処 していた。世界準備通貨 としての イギ リスのポ ン ドの アメリカ ・ドルへ の交
替 につ いては彼 らはロ ン ドンの国際金融セ ンターの弱化 を恐れ た。 こうした イ
ギ リス金融界 の圧力の もとで イギ リ.ス首相 ウィンス トン ・チ ャーチルは世界通
貨会議 巨)開催 を数か月 もため らった。 ノーマ ン総裁が1944年4月に健康上の理
由で退任 せざ るをえな くな り,カ ッ トー卿LordCattoが大蔵省か らイングラ
ンド銀行の トップに就 いた後初 めて,ケ イン.ズはイギ リスの戦時内閣 にブレ ト
ン ・ウ ッズ会議 への準備 を最終的 に進め ることを説得す ることに成功 したので
あ る。
イデ オロギ.一的に見れ ば,イ ギ リス人 ケイ ンズは イングラン ド銀行 よ りアメ
リカ財務省 の首脳 の方 によ り近か った。ケ インズの経済理論 もモーゲ ンソーの
ニ ューデ ィール金融政策 も国家に経済における決定的な参加権 を ワえている。
違いは もちろん,モ ーゲ ンソーは均衡財政 を支持 してお り,ケ ィ ン耳は財政赤
字 による対循環 的な投入 を求め てい る点で ある。 こう した精 神的 な近似性 を.
モー.ゲンソー はケ インズ にBIS解 散 決議への最終 的な支持 を説得 す る為 に利
用 した訓。









害 をある程度制 限す ることを試 みた。彼 は決議案の文章 の修正 を提案 し,BIS
はIMF海 よび世.界銀行 が仕 事 を開始 した後 に始 めて解散 され るべ きと した。
モー ゲ ンソー とホ ワイ トは しか しなが ら 「で きるだけ最 も早い時点」 とい う硬
い表現 に固執 した。 ケイ ンズはつ いに 「で きるだ け最 も早いBISの 解 散」 に
同意 した5㌦..一
これ を以 ってモーゲ ンソー とホ ワイ トは イングラ ン ド銀行 におけるまた英米
の金 融エス タブ リッシ.ユメン トにおけるBISの 強力 な友 人た ちのすべ ての抵
抗 に対抗 して彼 らの 目的を達成 した。世界経 済の為 の 「進 歩的 なニュー デ ィー
ル」 の しる しの下 にBISは 「ナチ協 力」 を根 拠 として解散 され る ことになっ
た。 しか しまもな くモーゲ ンソーの勝 利 はいわ ゆる 「ピュロ スの勝利」(多大
の犠牲 を伴 う勝利)で あ った ことが明 らか となる。決議 は実行 され なか った。
3年後モ ーゲ ンソーは もはや アメ リカ合衆 国財務長官で はな く,ホ ワイ トば死
去 し,そ してBISは 復権 していた。
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